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介護施設での 
身体拘束の実態は

介護サービスにお
ける適正化対策の

周知は

定員上限数 
引き上げの余地は 

別の学校が対象と
なった場合は 

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

市
で
は
介
護
施
設

に
お
け
る
身
体
拘

束
の
有
無
、
件
数
等
を
把

握
し
て
い
る
か

拘
束
は
法
に
よ
り
、

緊
急
時
や
む
を
得

介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
へ
の
身
体
拘

束
等
の
適
正
化
対
策
に
つ

い
て
、
周
知
徹
底
は
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
た
か

昨
年
度
末
に
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
に
対

し
て
、
制
度
改
正
の
内
容

に
つ
い
て
周
知
し
た
。
身

体
拘
束
に
つ
い
て
は
、
現

在
対
策
を
講
ず
る
必
要
か

ら
調
査
・
指
導
中
で
あ
り
、

各
事
業
所
に
そ
の
都
度
確

認
を
し
て
い
く
。

な
い
場
合
以
外
し
て
は
な

ら
な
い
と
な
っ
て
い
る
。

市
内
の
８
カ
所
の
入
所
・

入
居
施
設
で
の
過
去
５
年

間
拘
束
の
実
態
は
な
い
。

問

問

答

答

※
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
の
基
準

等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
）

保
育
所
条
例
の

一
部
改
正

訪
問
系
、
通
所
系
、
居
住

系
・
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
の

見
直
し
を
行
う
も
の
。

市
立
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
の

定
員
上
限
を
１
０
６
人
に

引
き
上
げ
る
も
の

建
物
や
敷
地
面
積

だ
け
考
慮
し
た
場

合
、
定
員
上
限
を
も
っ
と

引
き
上
げ
る
こ
と
は
で
き

た
の
か

今
回
の
変
更
で
０
、

１
、
２
歳
は
上
限

に
達
し
た
。
３
、
４
、
５

歳
の
引
き
上
げ
は
可
能
だ

が
、
今
後
、
子
ど
も
が
減

る
可
能
性
も
あ
り
、
定
員

の
変
更
を
協
議
し
て
い
き

た
い
。

現
在
は
旧
片
浜
小

学
校
に
限
ら
れ
る 

が
、
今
後
、
別
の
学
校
が

対
象
と
な
る
場
合
も
こ
の

条
例
で
対
応
可
能
か 

別
の
学
校
で
も
こ

の
条
例
を
使
う
こ

と
は
可
能
。
そ
の
場
合
、

学
校
ご
と
の
金
額
は
わ
か

る
よ
う
に
す
る
。

問

問 牧
之
原
市
学
校
教
育
施

設
整
備
基
金
条
例
の
制

定
に
つ
い
て 

旧
片
浜
小
学
校
の
民
間
事

業
者
へ
の
貸
与
に
あ
た

り
、
他
の
学
校
施
設
の
整

備
を
使
用
目
的
と
し
た
お

金
を
積
み
立
て
る
も
の

答

答

用語解説

※立地適正化計画
人々の住まいや公共施設、医療施設、商
業施設などを一定の範囲内にゆるやかに
誘導させ、「コンパクトなまちづくり」
を進めるのと同時に、市街地の空洞化を
防止するための計画。

※専決処分
議会の議決を経ずに市長権限で決定する
こと

※都市計画マスタープラン
市を取り巻く環境の変化や抱える課題を
踏まえ、これからの都市計画、まちづく
りの目指すべき姿、方針を示すもの。牧
之原市では平成28年に策定した。

賃料が変更された時
の積み立て金額は

立地適正化計画の
責任の所在は 

２つの計画の
違いは

専門家による
会議の必要性は

計画作成に対する
取り組み状況は

本
条
例
案
が
設
置

を
目
指
す
協
議
会

の
目
的
は「
立
地
適
正
化

計
画
の
作
成
ほ
か
」で
あ

る
。
市
民
生
活
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い

責
任
の
所
在
は 

市
の
将
来
に
影
響

す
る
計
画
だ
。
協

議
結
果
を
参
考
に
し
て
最

終
的
に
は
市
が
責
任
を
負

い
策
定
す
る
。

賃
料
を
基
に
金
額

が
計
算
さ
れ
る
と 

の
こ
と
だ
が
、
更
新
時
期

を
迎
え
、
賃
料
が
変
更
さ

れ
る
場
合
、
積
み
立
て
金

額
は
再
計
算
さ
れ
る
の
か 

現
在
は
７
年
契
約

だ
が
、
更
新
時
は

更
新
後
の
賃
料
で
計
算
さ

れ
る
。

※
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン（
以

下「
都
市
マ
ス
」）と
ど
の 

よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
。

委
託
は
必
要
だ
っ
た
の
か 

立
地
適
正
化
計
画

の
作
成
に
は
、
都

市
計
画
制
度
や
関
係
法
令

等
の
知
識
を
有
し
て
い
る

学
者
や
技
術
者
が
必
要
で

あ
る
。
そ
こ
に
職
員
も
加

わ
る
専
門
家
会
議
を
設
置

す
る
方
式
な
ど
が
必
要
で

は

専
門
家
で
構
成
す

る
組
織
を
位
置
付

け
る
と
い
う
提
案
は
考
え

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
検

討
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。 

な
ぜ
、
こ
の
時
期

に
都
市
再
生
協
議

会
を
設
置
す
る
の
か
。
市

は
、
立
地
適
正
化
計
画
作

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

い
う
認
識
で
よ
い
の
か 

昨
年
度
業
務
を
委

託
し
、
市
の
現
況

確
認
と
課
題
の
抽
出
を
行

っ
て
お
り
、
立
地
適
正
化

計
画
の
作
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

委
員
に
は
、
都
市

計
画
、
福
祉
、
商

工
業
等
に
関
す
る
専
門
知

識
を
有
し
て
い
る
者
の
ほ

か
、
土
木
、
警
察
関
係
も

加
わ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

都
市
マ
ス
を
策
定
し
た
メ

ン
バ
ー
が
中
心
と
な
る
の

で
は
な
い
か

都
市
マ
ス
と
比
較

し
専
門
性
の
高
い

人
へ
依
頼
し
た
方
が
よ
い

と
考
え
て
い
る
。

商
業
施
設
や
交
通

網
の
利
用
し
や
す 

さ
な
ど
は
、
今
回
の
調
査

で
初
め
て
実
施
し
、
都
市

マ
ス
に
は
な
か
っ
た
。
委

託
の
成
果
を
計
画
作
成
に

活
か
し
て
い
く
。

問

問

問

問

問

問

都
市
再
生
協
議
会
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

※
立
地
適
正
化
計
画
作
成

等
に
関
す
る
協
議
を
行
う

組
織
と
し
て
、
都
市
再
生

協
議
会
を
設
置
す
る
も

の
。答

答

答

答

答

答

協議会委員の
構成は

4
月
か
ら
民
間
事
業
者
に
よ
る

「
新
た
な
教
育
・
人
づ
く
り
の

拠
点
」
と
な
る
旧
片
小
の
施
設
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い～らに隣接する市立あおぞら保育園



協議会で提案
される内容は

計画作成
期限は

一
般
市
民
も
参
加

す
る
都
市
再
生
協

議
会
で
具
体
的
に
何
を
提

案
す
る
の
か

附
属
機
関
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
立
地

適
正
化
計
画
の
原
案
に
つ

い
て
、
都
市
再
生
協
議
会

と
し
て
の
意
思
を
示
し
て

も
ら
う
。

立
地
適
正
化
計
画

を
作
成
し
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
最
終
的
な
期

限
は
あ
る
の
か

現
在
の
と
こ
ろ
、

明
確
な
期
限
は
な

い
。

富
士
山
静
岡
空
港

の
民
間
事
業
に
よ

る
運
営
に
つ
い
て
、
事
業

者
と
と
も
に
地
域
経
済
を

活
性
化
さ
せ
る
施
策
に
取

り
組
み
た
い
と
の
こ
と
だ

が
、
事
業
者
と
具
体
的
な

話
が
あ
っ
た
の
か

空
港
と
市
内
中
心

市
街
地
間
の
公
共

交
通
が
な
い
こ
と
か
ら
、

２
次
交
通
の
充
実
に
取
り

組
み
た
い
意
向
を
共
有
し

た
。

議
会
資
料
の
訂
正

や
誤
り
が
多
く
見

ら
れ
る
。
市
の
人
口
比
に

対
す
る
職
員
数
が
適
正
で

あ
る
の
か
。
ま
た
、
総
務

部
で
の
チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底

し
、
他
部
署
へ
指
導
し
て

も
ら
い
た
い

確
認
作
業
が
不
十

分
だ
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。
市
役
所
の
業

務
量
も
増
加
し
て
き
て
い

る
た
め
、
職
員
の
定
員
適

正
化
計
画
の
見
直
し
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

高
台
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
関
し
て
、

速
や
か
に
事
業
着
手
し
た

い
と
行
政
報
告
が
あ
っ
た

が
、
市
民
の
間
で
は
大
丈

夫
か
と
の
声
も
あ
る
。
具

体
的
な
時
期
は
い
つ
か 

業
務
代
行
予
定
者

の
募
集
内
容
を
準

備
委
員
会
な
ど
と
と
も
に

詰
め
て
い
る
。
業
者
選
定

ま
で
し
ば
ら
く
か
か
る
が
、

し
か
る
べ
き
時
期
に
見
通

し
を
示
し
説
明
す
る
。

福
祉
部
門
を
さ
ざ

ん
か
に
集
約
す
る 

予
定
だ
が
、
地
域
に
よ
っ

て
市
民
の
利
便
性
が
低
下

す
る
こ
と
は
な
い
か

現
在
、
榛
原
文
化

セ
ン
タ
ー
会
館
棟
、

榛
原
庁
舎
、
さ
ざ
ん
か
の

３
カ
所
に
あ
る
福
祉
部
門

を
１
カ
所
に
集
約
す
る
。

相
良
庁
舎
で
行
っ
て
い
る

手
続
き
等
の
業
務
は
継
続

し
て
い
く
た
め
、
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
す
る
こ
と
は
な

い
。

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

「
都
市
再
生
協
議
会
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
」
は
可

決
さ
れ
ま
し
た
が
、
附
帯

決
議
が
付
き
ま
し
た
。

（
内
容
は
Ｐ
６
）

牧之原市議会 検索

〜全ての会議内容は会議録をご覧ください!!〜

議会だよりでは、紙面の都合上全ての質疑や答弁の内容を
掲載することができません。詳しい内容を知りたい場合に
は、市議会ホームページにある会議録をご覧ください！
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生活保護システム
改修費の算定方法は
生活保護費（委託料）

226万8,000円増額 

危険度の高い
橋りょうへの対策は
市道・橋りょう補修工事

9,475万円増額

企業成長戦略推進
事業の成果は

企業成長戦略推進事業
200万円 増額

補
正
予
算
の
審
査

市
政
に
対
す
る
総

括
的
な
質
疑

予
算
を
算
定
す
る

に
あ
た
り
、
現
在

業
務
を
請
け
負
っ
て
い
る

業
者
以
外
か
ら
も
、
見
積

り
を
取
っ
た
の
か

既
存
の
生
活
保
護

シ
ス
テ
ム
を
改
修

す
る
た
め
、
見
積
り
は
委

託
先
の
業
者
の
み
で
あ
る
。

た
だ
周
辺
自
治
体
等
へ
確

認
し
て
妥
当
な
金
額
の
範

囲
で
あ
る
。

生
活
保
護
基
準
の

改
定
に
よ
る
対
象

者
は
何
人
か

29
年
度
末
で
１
０

３
世
帯
、
１
２
５

人
で
あ
る
。

お
茶
関
連
以
外
で

は
、
ど
の
よ
う
な

業
種
の
方
が
補
助
申
請
し

て
い
る
の
か

 

農
産
物
で
は
、
ミ

カ
ン
の
商
標
登
録

や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
作
成
。

食
品
関
係
で
は
、
地
元
の

特
産
物
と
交
流
先
の
特
産

物
を
繋
げ
て
、
新
し
い
商

品
を
開
発
し
た
い
と
の
相

談
が
あ
る
。

問

問

問

答

答

答

平
成
30
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算 

企
業
成
長
戦
略
推

進
事
業
の
成
果
は

お
茶
関
連
の
菓
子

を
開
発
し
、
新
た

に
出
店
し
た
り
、
ア
メ
リ

カ
等
へ
の
海
外
進
出
に
も

繋
が
っ
た
事
例
が
あ
る
。

ま
た
、
お
茶
の
ボ
ト
リ
ン

グ
テ
ィ
ー
を
開
発
し
、
展

示
会
等
へ
の
出
店
や
販
売

な
ど
、
販
路
の
拡
大
が
さ

れ
た
。

市
内
に
は
多
く
の

古
い
橋
が
あ
る
。

か
な
り
危
険
度
が
高
ま
っ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

考
え
方
で
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か

本
年
度
ま
で
に
全

て
の
点
検
を
終
え

る
。
点
検
結
果
で
ラ
ン
ク

付
け
し
、
一
番
危
険
な
ラ

ン
ク
で
は
通
行
禁
止
等
の

対
策
を
し
つ
つ
、
補
修
工

事
の
方
向
性
を
決
め
て
い

き
た
い
。

問

問

答

答

未来の牧之原市のために

平成31年度から民間による運営が
予定されている富士山静岡空港

夏には冷茶！

計画的な補修工事を 

高台開発を推進するＩＣ北側整備事務所
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件　　名 結果 概　　容
報
告 平成29年度一般会計繰越明許費繰越計算書の報告 報告 13億558万円を平成30年度に繰り越すもの。

専
決
処
分

専決処分の承認を求めることについて（税条例等の一部を改正する条例） 承認
個人住民税の給与所得控除や公的年金等の控除及び基礎控除の
見直し。固定資産の負担調整措置の延長や中小企業の設備投資
の支援措置特例措置の創設、たばこ税の税率見直しを行うもの。

専決処分の承認を求めることについて（指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例） 承認

介護保険制度の見直しにより、訪問系、通所系、居住系・施設
系サービスの見直しを行うもの。また、地域包括支援センター
が行う介護予防支援サービスにおいて、医療・介護・障害福祉
制度との連携促進に向けた運営基準の見直しや、公正中立なケ
アマネジメントの確保に関する基準の改正を行うもの。

専決処分の承認を求めることについて（指定地域密着型介護予防サービスの事業の
人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のた
めの効果的な支援の方法の基準等に関する条例の一部を改正する条例）

承認

専決処分の承認を求めることについて（指定介護予防支援等の事業の人員及び運
営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法の基
準等に関する条例の一部を改正する条例）

承認

人
事

人権擁護委員の候補者の推薦について 適任 任期満了に伴い、今村智雄氏を新たに推薦するため、意見を求
めるもの。

人権擁護委員の候補者の推薦について 適任 任期満了に伴い、田平さゆ美氏を新たに推薦するため、意見を
求めるもの。

固定資産評価員の選任について 同意 固定資産評価を所管する市民生活部長を選任するもの。

条
例
改
正

国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 国民健康保険税に係る課税額の定義の変更等を行うほか、税率
の改正を行うもの。

放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正す
る条例 可決 実務経験があれば高等学校を卒業していない者も放課後児童支

援員となることができるよう、基礎資格基準を新設するもの。

保育所条例の一部を改正する条例 可決 市立あおぞら保育園の受け入れ定員を106名に増やすもの。

介護保険条例の一部を改正する条例 可決 介護保険法の施行令等の一部改正により、引用している条項を
改正するもの。 

条
例
制
定

都市再生協議会条例の制定について 可決 立地適正化計画作成等に関する協議を行う組織として、都市再
生協議会を設置するもの。

学校教育施設整備基金条例の制定について 可決 旧片浜小学校の民間事業者への貸与に当たり、他の学校施設の
整備を使用目的としたお金を積み立てるもの。 

規
約
変
更

静岡県市町総合事務組合規約の一部を変更する規約について 可決 構成団体である川根地区広域施設組合を削除するもの。

御前崎市牧之原市学校組合規約の一部を変更する規約について 可決 御前崎市牧之原市学校組合教育委員会教育委員の任命方法の規
定を削除するもの。

補
正

予
算 平成30年度一般会計補正予算（第１号） 可決 4億279万8000円を増額し、予算を208億8279万8000円とするもの。

決
議 都市再生協議会条例の制定についてに対する附帯決議 可決 （下部参照）

〜議決結果と概要〜
・全員賛成のもの（６月定例会では賛否の分かれた議案はありませんでした）

大井 俊彦 一般質問
市政を問う!!

受
動
喫
煙
防
止
対

策
に
対
す
る
市
の

現
状
と
考
え
方
を
伺
う 

牧
之
原
市
民
の
喫

煙
率
は
、
県
平
均

と
比
較
し
て
高
い
状
況
に

あ
る
。
市
は
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
平
成
26
年

度
か
ら
男
性
の
喫
煙
率
減

少
を
目
指
し
、
各
地
区
、

団
体
等
に
対
し
て
、
た
ば

こ
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響

に
つ
い
て
啓
発
し
、
希
望

す
る
方
に
は
個
別
相
談
や

禁
煙
支
援
を
行
っ
て
き
て

い
る
。 

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
事
業
効
果
が
出
て

き
て
い
る
の
で
、
今
後
も

継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

市
民
や
施
設
の
管

理
者
な
ど
へ
の
周

知
啓
発
に
つ
い
て
伺
う

国
が
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
製
や
報
道
機

関
を
通
じ
て
、
国
民
や
関

係
機
関
へ
の
啓
発
を
行
い
、

県
が
飲
食
店
等
関
連
施
設

へ
の
周
知
、
啓
蒙
、
指
導

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

市
は
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
各
地

区
で
の
健
康
教
育
な
ど
で
、

市
民
に
対
し
て
分
か
り
や

す
い
情
報
を
提
供
し
て
い

く
。

今
後
の
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺 

う（
特
に
法
律
に
基
づ
く

対
策
）

屋
内
で
の
受
動
喫

煙
防
止
対
策
に
つ 

い
て
は
、
県
と
連
携
し
て

飲
食
店
や
企
業
等
関
係
す

る
施
設
へ
周
知
啓
発
を
進

め
て
い
く
。
ま
た
、
受
動

喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
影

響
が
大
き
い
子
ど
も
へ
の

配
慮
に
つ
い
て
は
、
喫
煙

が
で
き
る
場
所
に
20
歳
未

満
の
者
が
立
ち
入
ら
な
い

よ
う
に
、
保
護
者
や
管
理

者
へ
の
周
知
を
図
る
と
と

も
に
、
各
施
設
に
、
喫
煙

可
能
な
場
所
の
表
示
を
お

願
い
す
る
な
ど
の
対
応
を

進
め
て
い
く
。 

　

ま
た
、
公
的
施
設
に
つ

い
て
は
、
敷
地
内
禁
煙
と

な
っ
て
い
る
が
、
各
地
区

の
防
災
セ
ン
タ
ー
、
社
会

体
育
施
設
な
ど
市
が
管
理

す
る
施
設
の
う
ち
、
敷
地

内
禁
煙
と
な
っ
て
い
る
施

設
は
11
施
設
の
み
で
あ
る
。

今
後
、
受
動
喫
煙
対
策
の

措
置
を
講
じ
た
喫
煙
場
所

の
整
備
を
含
め
、
原
則
敷

地
内
禁
煙
の
対
策
を
講
じ

て
い
く
。

　

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
の

防
止
を
図
る
た
め
、
健
康

増
進
法
を
改
正
す
る
法
律

案
が
現
在
、
国
会
で
審
議

さ
れ
て
い
る
。 

　

こ
の
改
正
案
で
は
、
多

数
の
者
が
利
用
す
る
施
設

の
区
分
に
応
じ
、
当
該

施
設
の
一
定
の
場
所
を
喫

煙
禁
止
と
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

権
限
を
有
す
る
者
が
講
ず

る
べ
き
措
置
を
定
め
て
い
る
。

答

答

答

問

問

問

都市再生協議会条例の制定
についてに対する附帯決議

附帯決議…議決にあたって付される意見または
要望。事実上の議会の意思となる。

１学者等高度な専門的知見を有する者から意見を聴取する場（専門家会議）を設け、そこでの意見を協議会で議論で
きる体制を検討すること。 

２市は、平成28年度に都市計画マスタープランが策定された中、新たに立地適正化計画を策定することについて、そ
の関係を具体的にわかりやすく示し、協議会の運営にあたること。 

３立地適正化計画が市民の理解を得るために、協議会に付した事案については、適時、説明会の開催等、市民への情
報提供に努めること。

問 受動喫煙防止への取り組みは 
  答 たばこの煙の無い環境を目指す

　現在、市が策定を進めようとしている「立地適正化計画」は、将来のまちづくりを左右する重要な計画であり、実
行性を伴うものでなければならないため、策定に当たっては専門的知見による慎重な議論と市民の理解が必要不可欠
である。 
　よって、協議会の運営及び計画策定においては、以下の事項について配慮すること。

「受動喫煙のない社会を目指して」
厚生労働省が発表したロゴマーク

要 旨
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濵﨑 一輝
一般質問

相
良
牧
之
原
Ｉ
Ｃ

北
側
開
発
事
業
に

あ
わ
せ
、
空
港
と
Ｉ
Ｃ
北

側
開
発
地
を
結
ぶ
路
線
に

つ
い
て
、
需
要
に
応
じ
た

交
通
形
態
を
検
討
し
て
い

く
。

す
ぐ
に
で
も
で
き

る
案
と
し
て
、
し

ず
て
つ
ジ
ャ
ス
ラ
イ
ン
の

相
良
渋
谷
線
を
利
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か

渋
谷
ラ
イ
ナ
ー
が

運
行
す
る
前
に
打

診
を
し
た
が
、
そ
の
時
点

で
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ

た
。
し
か
し
現
状
は
、
市

内
か
ら
の
乗
車
率
が
低
い

の
で
、
再
度
打
診
を
し
て

み
る
。

　

富
士
山
静
岡
空
港
で
は
、

現
在
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の

増
改
築
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
。
来
年
度
に
は
、
空

港
の
運
営
権
民
間
譲
渡
も

決
定
し
て
お
り
、
今
後
国

内
線
お
よ
び
国
際
線
の
増

便
が
予
測
さ
れ
る
が
、
市

は
こ
の
機
会
を
ど
う
捉
え
、

同
時
に
市
民
生
活
へ
の
影

響
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
を
伺
う
。

観
光
客
の
市
内
へ

の
誘
導
方
法
は

市
独
自
の
※
コ
ン

テ
ン
ツ
を
充
実
さ

せ
、
地
元
の
高
校
と
一
緒

に
Ｉ
Ｔ
で
情
報
発
信
し
て

い
く
。
空
港
か
ら
の
周
遊

手
段
と
し
て
は
、
サ
イ
ク

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム（
自
転
車

観
光
）の
推
進
を
考
え
て

い
る
。

他
の
方
法
と
し
て
、

市
内
を
周
遊
す
る

観
光
タ
ク
シ
ー
や
観
光
協

会
、
宿
泊
施
設
と
連
携
し

た
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

は
ど
う
か 観

光
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
は
タ
ク
シ

ー
事
業
者
と
、
空
港
と
宿

泊
施
設
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
に
つ
い
て
は
観
光
協

会
等
関
連
す
る
と
こ
ろ
と
、

コ
ス
ト
面
も
考
慮
し
な
が

ら
話
し
合
い
を
し
て
い
く
。

車
を
持
た
な
い
市

民
の
空
港
ま
で
の

ア
ク
セ
ス
方
法
は

問 航空機増便による騒音対策は 
答 榛原地区の区長からも意見を聞く

答答

答答

ソ
フ
ト
面
で
は
、

警
察
や
地
域
の
人

達
も
入
り
交
通
安
全
の
啓

発
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

ハ
ー
ド
面
で
は
、
信
号
機

の
付
け
替
え
や
カ
ラ
ー
舗

装
な
ど
、
市
だ
け
で
は
対

応
で
き
な
い
も
の
も
あ
る

の
で
、
早
め
に
関
係
機
関

と
協
議
し
て
い
く
。

航
空
機
増
便
に
よ

る
騒
音
対
策
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か

騒
音
に
係
る
協
定

が
結
ば
れ
て
い
る

区
以
外
の
区
長（
榛
原
地

区
）よ
り
、
区
民
か
ら
騒

音
に
関
す
る
意
見
が
あ
る

の
か
話
し
を
聞
く
場
を
設

け
て
い
く
。

空
港
利
用
者
増
に

よ
り
、
相
良
牧
之

原
Ｉ
Ｃ
周
辺
で
の
交
通
渋

滞
や
交
通
事
故
の
増
加
が

予
測
さ
れ
る
が
、
子
ど
も

達
の
安
全
対
策
は

答

答

問問

問 問

問

問

問 デマンドタクシーの今後の展開は
  答 年度内に新たな２地区に導入予定

問 市税の課税誤りをいかに防ぐか
  答 確認体制の強化、研修による改善

運
行
に
反
映
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
。

今
後
の
運
行
地
域

の
拡
充
に
つ
い
て 

ど
の
よ
う
な
計
画
を
し
て

い
る
か

既
存
の
バ
ス
路
線
、

タ
ク
シ
ー
事
業
者

へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
公

共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
低
い

地
域
か
ら
導
入
し
た
い
。

年
度
内
に
菅
山
、
勝
間
田

地
区
に
導
入
し
た
い
。

　

高
齢
者
等
の
交
通
弱
者

は
通
院
、
買
い
物
等
の
た

め
の
移
動
に
不
安
を
抱
え

て
い
る
。
現
在
試
行
さ
れ

て
い
る
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ

ク
シ
ー
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
は
移
動
困
難
者

に
対
す
る
福
祉
的
政
策
で
、

取
り
組
ん
で
い
る
と
し
て

い
る
が
、
現
在
の
考
え
は

移
動
困
難
者
に
対

す
る
福
祉
的
政
策

で
あ
る
。坂

部
地
区
で
の
試

験
運
行
を
ど
う
評

価
し
て
い
る
か

現
在
ま
で
利
用
者

は
１
４
６
人
、
実

人
数
は
15
人
。
移
動
困
難

者
の
大
切
な
足
で
あ
り

「
助
か
っ
て
い
る
」「
気
兼

ね
な
く
乗
る
こ
と
が
で
き

る
」等
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
今
後
は
利
用
で

き
る
施
設
、
予
約
時
間
の

短
縮
な
ど
改
善
し
た
い
。

運
行
日
の
拡
大
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
な
い
。
隣

接
市
町
へ
の
運
行
に
つ
い

て
は
市
町
間
の
調
整
や
タ

ク
シ
ー
業
者
の
営
業
区
域

の
問
題
が
あ
り
調
整
の
可

否
に
掛
か
っ
て
く
る
。 

　

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
よ

り
利
用
者
の
希
望
を
探
り
、

利
用
促
進
の
た
め

の
方
策
は
あ
る
か

現
在
ま
で
の
利
用

者
は
少
な
い
。
区

民
だ
よ
り
や
サ
ロ
ン
で
も

説
明
し
、
利
便
性
を
知
ら

せ
て
い
く
。

　

市
で
は
固
定
資
産
税
の

長
期
に
わ
た
る
課
税
誤
り

が
あ
っ
た
。
行
政
へ
の
信

頼
低
下
や
財
政
に
対
す
る

影
響
も
あ
る
。
誤
り
の
原

因
と
改
善
策
に
つ
い
て
伺

う
。

固
定
資
産
税
の
課

税
誤
り
は
な
ぜ
発 

生
し
た
か土

地
建
物
は
数
十

万
の
件
数
が
あ
り
、

３
年
ご
と
の
見
直
し
を
し

て
い
る
。
建
物
の
用
途
の

見
直
し
は
行
っ
て
い
な
い

た
め
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

確
認
体
制
の
強
化

を
ど
う
図
っ
て
い 

く
か

今
回
の
課
税
誤
り

は
建
築
当
初
の
判 

定
誤
り
が
最
大
の
要
因
で

あ
り
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を

整
え
る
。
知
識
、
経
験
の

不
足
に
よ
る
誤
り
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
研
修
や
情

報
交
換
を
行
う
。
固
定
資

産
の
新
規
登
録
時
は
部
長

決
裁
と
し
て
当
初
の
判
定

誤
り
を
防
ぐ
。

答

答

答答

答

答

藤野  守

問

問

問

問

問問

※コンテンツ

用語解説

電子メディア上の
情報の中身 

デマンド乗合タクシー「さかべ号」運行中！

増便に伴う騒音対策が課題

増
改
築
工
事
に
よ
り
賑
わ
い
を
増

す
富
士
山
静
岡
空
港
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鈴木 長馬 
一般質問

　

子
育
て
世
代
に
と
っ
て
、

快
適
に
学
ぶ
教
育
環
境
の

整
備
が
必
要
で
あ
る
。
中

学
校
の
普
通
教
室
へ
は
空

調
設
備
が
導
入
さ
れ
、
今

年
度
は
、
勝
間
田
小
学
校

と
坂
部
小
学
校
へ
空
調
設

備
を
導
入
し
て
い
く
と
の

表
明
が
あ
っ
た
。
教
育
環

境
の
整
備
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
早
期
の
実
施
を

願
う
。

　

一
方
で
、
子
ど
も
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
の
表
明

は
な
か
っ
た
。
昨
今
、
新

聞
等
に
よ
り
小
中
学
生
が

関
係
す
る
事
件
、
事
故
が

多
発
し
て
お
り
、
多
く
の

子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る

痛
ま
し
い
現
実
が
あ
る
。

事
件
を
未
然
に
防
止
し
、

安
心
、
安
全
な
学
校
生
活

が
過
ご
せ
、
楽
し
く
勉
強

で
き
る
こ
と
を
願
う
。

小
中
学
生
の
安
全

対
策
は
。
校
内
外

に
お
い
て
現
状
を
伺
う 

児
童
生
徒
の
安
全

を
確
保
す
る
こ
と

が
学
校
の
課
題
で
あ
り
、

発
達
段
階
に
応
じ
計
画
的
、

継
続
的
に
指
導
し
て
い
る
。

中
学
生
が
通
学
に

使
用
す
る
自
転
車

へ
の
保
険
加
入
状
況
を
伺

う

保
険
の
加
入
は
任

意
の
た
め
把
握
し

て
い
な
い
が
、
入
学
時
に

学
校
生
活
全
般
を
補
償
対

象
と
し
た
保
険
の
紹
介
を

行
っ
て
い
る
。

問 防犯カメラの設置は 
答 総合的に判断していく 

災
害
発
生
時
の
避

難
行
動
は

各
学
校
に
お
い
て

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
作
成
済
み
で
あ
り
、
校

内
組
織
、
地
震
、
火
災
、

防
犯
対
策
、
避
難
所
開
設

の
流
れ
、
防
犯
訓
練
等
、

そ
れ
ら
を
全
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
中
に
盛
り
込
み
職
員

へ
周
知
し
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
状
況
は

防
犯
カ
メ
ラ
は
市

内
３
小
学
校
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

他
の
小
学
校
へ
の
設
置
は

総
合
的
に
研
究
、
判
断
し

て
い
く
。い

じ
め
、
パ
ワ
ハ

ラ
に
対
す
る
子
ど

も
達
へ
の
指
導
は

各
学
校
が
不
祥
事

根
絶
研
究
を
年
間

を
通
し
て
計
画
的
に
行
っ

て
い
る
。
子
ど
も
達
へ
の

指
導
、
部
活
動
も
含
め
て

体
罰
や
パ
ワ
ハ
ラ
の
報
告

は
受
け
て
い
な
い
。

答

答

答

答答

問

問

問

問問

問 活性化事業の総合的取り組みは
  答 戦略を立て取り組む

総
合
的
な
戦
略
の

た
め
の
基
礎
資
料 

が
既
に
報
告
さ
れ
て
い
る

が
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
戦
略
を
検
討
、
推
進

し
て
い
る
か

実
現
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
資
料
を

基
に
具
現
化
し
、
戦
略
を

立
て
市
の
魅
力
発
信
、
情

報
発
信
に
取
り
組
む
。

魅
力
発
信
に
は
営

業
要
素
も
あ
る
。 

専
門
家
を
入
れ
た
推
進
体

制
と
す
べ
き
で
は

各
分
野
の
専
門
家

の
意
見
が
必
要
で

あ
り
、
行
政
の
み
で
は
視

野
が
狭
く
な
る
。
関
わ
っ

て
も
ら
い
総
合
的
な
戦
略

を
立
て
る
。

駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー

を
誘
致
し
、
周
遊 

観
光
ル
ー
ト
の
構
築
に
よ

り
人
の
流
れ
を
つ
く
る
こ

と
で
、商
店
街
、沿
岸
部
な

ど
市
全
体
へ
の
交
流
人
口

の
継
続
的
増
加
が
図
ら
れ

る
要
因
に
な
る
と
思
う
が

　

静
岡
空
港
の
運
営
権
移

行
の
20
年
後
は
１
３
５
万

人
、
二
次
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
な
ど
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。
東
京
五
輪

サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
で
は
中

国
、
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
と
な
る
。
来
年
は

田
沼
意
次
侯
の
生
誕
３
０

０
年
と
、
国
内
外
を
問
わ

ず
交
流
人
口
の
拡
大
や
地

域
経
済
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
る
。

　

人
口
減
少
が
進
み
財
政

が
ひ
っ
迫
す
る
市
に
と
っ

て
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
一

過
性
で
な
く
、
継
続
性
を

持
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

り
、
総
合
的
な
戦
略
を
立

て
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

事
業
や
イ
ベ
ン
ト

を
最
大
限
に
活
用 

す
る
と
し
て
い
る
が
、
総

合
的
な
戦
略
を
持
た
な
い

と
、
良
い
事
業
も
単
発
に

な
り
、
継
続
的
な
交
流
人

口
拡
大
な
ど
の
市
の
活
力

に
な
ら
な
い
が

特
に
来
年
は
、
交

流
事
業
や
イ
ベ
ン

ト
の
大
き
な
節
目
、
賑
わ

い
の
創
出
、
活
性
化
の
好

機
と
と
ら
え
、
最
大
限
に

活
用
し
て
い
く
。

　

個
別
事
業
単
位
や
一
過

性
に
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
、

方
向
性
と
目
標
を
定
め
実

施
す
る
。

魅
力
が
あ
る
周
遊

ル
ー
ト
確
立
を
大

望
し
て
い
る
。
客
船
誘
致

も
含
め
具
現
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

誘
致
に
は
関
係

市
町
と
の
地
域

連
携 

が
必
要
で
は
な
い

か

共
に
利
益
と
な
る
。

関
係
市
町
お
よ
び 

県
の
市
長
会
で
提
案
す
る
。

相
良
牧
之
原
Ｉ
Ｃ

北
側
開
発
と
既
存

商
店
街
へ
の
影
響
に
つ
い

て
、
総
合
的
な
戦
略
を
立

て
、
既
存
商
店
街
へ
の
振

興
策
と
人
の
流
れ
を
つ
く

る
取
り
組
み
状
況
は

商
店
街
の
現
状
と

経
営
課
題
を
調
査 

し
て
い
る
。
商
工
会
、
商

店
街
の
方
と
賑
わ
い
、
魅

力
向
上
に
繋
が
る
施
策
に

取
り
組
む
。

答

答

答

答

答答

植田 博巳 

問問問

問

問

問

集団登校のようす 

交流人口を空・まち・海ルートで呼び込む

地
域
住
民
に
よ
る
立
哨
活
動



13 12まきのはら議会だより　第51号
平成30年8月15日 発行

まきのはら議会だより　第51号
平成30年8月15日 発行

一般質問

　

低
成
長
社
会
を
迎
え
、

日
本
全
体
の
長
期
衰
退
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
局
面
の

打
開
に
向
け
市
役
所
へ
の

市
民
の
期
待
は
大
き
い
。

市
役
所
と
は「
＝
市
職
員
」。

期
待
に
応
え
る
体
制
に
つ

い
て
聞
く
。

知
識
を
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
せ
ず
に
定
型

業
務
を
こ
な
す
の
み
の
人

材
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
幅
広
い
革
新
）は
起
こ
せ

ず
、
変
化
に
も
対
応
で
き

な
い
。
職
員
も
最
新
の
知

見
を
学
び
直
す
こ
と
が
必

要
だ

「
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
」は
大
変
重
要
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

必
要
な
知
識
の
取
得
を
促

し
て
い
き
た
い
。

市
民
か
ら
は「
稼

げ
る
ま
ち
、
株
式 

会
社
牧
之
原
市
を
」と
い

う
声
も
。
デ
ジ
タ
ル
は
産

業
の
突
然
死
を
招
く
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
、
今
や
産
業

経
済
と
デ
ジ
タ
ル
は
密
接

な
関
係
。
ま
た
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
や
競

争
力
の
あ
る
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
売
電
を
目
指

す
と
い
っ
た
戦
略
的
な
取

り
組
み
も
必
要
だ
。
各
々

専
門
的
な
部
署
の
創
設
を 

計
画
の
遂
行
上
、

必
要
性
が
あ
れ
ば

現
体
制
を
基
本
と
し
て
検

討
し
て
い
く
。
市
と
し
て

売
電
事
業
、
発
電
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

で
き
る
か
、
今
後
研
究
を

進
め
て
い
く
。

職
員
の
年
齢
別
不

均
衡
も
問
題
で
あ

る
し
、「
同
一
労
働
、
同
一

賃
金
」の
観
点
か
ら
臨
時
、

嘱
託
職
員
の
待
遇
も
考
え

ね
ば
な
ら
な
い

幅
広
い
年
齢
層
か

ら
採
用
し
配
慮
し

て
い
る
。
ま
た
臨
時
、
非

常
勤
職
員
制
度
も
抜
本
的

に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

人
件
費
に
関
し
て
は
賃
金

や
期
末
手
当
の
支
給
も
改

定
さ
れ
増
加
が
見
込
ま
れ

る
。

問 全庁体制でイノベーションを期待
答 ＩＣＴの活用などで業務改善する

答

　

市
で
は
本
年
９
月
よ
り

多
子
世
帯
経
済
的
負
担
軽

減
事
業
と
し
て「
第
３
子

以
降
保
育
料
無
償
化
」を

行
う
。
市
の
保
育
の
今
後

と
望
ま
し
い
あ
り
方
に
つ

い
て
聞
く
。

保
育
料
無
償
化
に

つ
い
て
公
約
で
は 

「
第
２
子
以
降
」と
う
た
っ

て
い
る
。
思
い
は
変
わ
ら

な
い
か

政
府
の
方
針「
全

面
無
償
化
」の
報 

道
以
前
よ
り
訴
え
て
き
た
。

財
源
を
確
保
し
つ
つ
見
通

し
を
立
て
や
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
姿
勢
は
変
わ
っ

て
い
な
い
。

ま
た
同
時
に
市
長

は
保
育
園
民
営
化 

に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い

る
。
全
て
を
民
営
化
す
る

こ
と
に
は「
公
の
責
任
」と

い
う
意
味
で
も
懸
念
が
あ

る
が

基
幹
園
と
し
て
中

学
校
区
に
１
園
程 

度
残
す
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
る
が
、
公
立
の
役

割
も
鑑
み
、
対
話
と
と
も

に
取
り
組
む
。

答答

答答

問 保育に対する「行政の責任」は 
答 市単独で保育士の処遇改善も検討 

問 遠距離通学費全額補助の方向性は
答 当面、現行制度で進める

平口 朋彦 

問問

問

問問

問 公園緑地化への整備計画は
  答 計画的に整備・改修を図る

び
委
託
契
約
を
結
び
管
理

を
お
願
い
し
て
い
る
。
各

地
元
へ
管
理
を
委
託
す
る

方
向
に
移
行
中
で
あ
る
。

公
園
に
お
け
る
ト

イ
レ
の
整
備
状
況

は

ト
イ
レ
の
改
修
・

水
洗
化
を
順
次
進

め
て
い
る
。
ト
イ
レ
未
設

置
の
公
園
に
つ
い
て
は
整
備

計
画
を
策
定
し
て
い
く
。 

　

市
民
意
識
調
査
に
お
い

て「
親
子
で
遊
べ
る
施
設

や
公
園
の
整
備
」へ
の
回

答
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
心
休
ま
る
憩
い
の

場
と
し
た
公
園
、
災
害
時

の
避
難
地
と
し
て
の
有
効

活
用
も
期
待
さ
れ
る
公
園

の
整
備
は
重
要
な
も
の
と

考
え
る
。

「
緑
の
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
新
た

な
公
園
、
既
存
公
園
の
整

備
計
画
の
進
捗
状
況
は

都
市
公
園
法
で
の

市
内
公
園
面
積
は
、

お
お
む
ね
充
足
さ
れ
て
い

る
た
め
新
設
は
考
え
て
い

な
い
。
し
か
し
、
市
内
34

カ
所
の
公
園
に
つ
い
て
、

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め

て
い
る
が
、
多
く
で
施
設

の
老
朽
化
が
進
み
、
修
繕

や
更
新
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
市
全
体
の

公
園
の
適
正
配
置
や
計
画

的
な
整
備
を
図
る
た
め
の

「
緑
の
基
本
計
画
」は
未
策

定
の
状
況
で
あ
る
が
、
基

幹
公
園
に
つ
い
て
は
本
年

度
に
公
園
施
設
改
修
計
画

を
策
定
し
計
画
的
な
改
修

を
進
め
る
。

公
園
の
管
理
に
お

い
て
、
市
ま
た
は

各
地
区
で
管
理
し
て
い
る

が
、
各
地
区
と
の
話
し
合

い
は
十
分
か

現
在
、
19
施
設
は

地
元
と
協
定
お
よ

　

子
育
て
支
援
充
実
施
策

の
中
に
、
市
の
役
割
と
し

て「
子
育
て
世
帯
へ
の
経

済
的
な
支
援
を
す
る
」と

あ
る
。
義
務
教
育
で
皆
平

等
の
観
点
か
ら
通
学
費
補

助
に
つ
い
て
伺
う
。

通
学
費
の
全
額
補

助
の
方
向
性
は

当
面
は
現
行
制
度

で
進
め
て
い
く
。

現
在
進
め
て
い
る
公
共
交

通
会
議
の
中
で
、
通
学
も

含
め
た
検
討
を
進
め
る
。

昨
年
導
入
し
た
ス

ク
ー
ル
バ
ス
は
有 

効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の

か

昨
年
度
、
登
下
校

時
に
使
用
し
な
い

日
や
時
間
帯
に
お
い
て
は
、

他
学
校
等
も
含
め
授
業
や

行
事
な
ど
の
た
め
に
年
間

１
０
１
回
使
用
し
、
有
効

に
利
用
さ
れ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。今

後
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
導
入
は
検
討 

し
て
い
る
の
か

現
在
の
バ
ス
は
、

小
学
校
統
合
に
伴

う
特
別
措
置
で
導
入
し
た

も
の
で
、
他
地
域
に
お
い
て

登
下
校
の
た
め
に
追
加
で

の
導
入
は
検
討
し
て
い
な
い
。

答答

答

答

答答

名波 喜久 

問問

問

問

問問
○その他の質問

道路交通法改正に伴う
消防団車両の扱いを伺う

小堤山公園

子どもたちにとって
最良の保育とは
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一般質問

　

大
分
県
の
災
害
で
雨
が

降
ら
な
く
て
も
災
害
は
起

こ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

災
害
発
生
後
の
避
難
所
で

の
生
活
が
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
る
か
ど
う
か
心
配
で
あ

る
。

避
難
所
を
運
営
す

る
た
め
の
組
織
体

制
は

例
え
ば
地
震
の
場

合
、
大
き
な
揺
れ

を
感
じ
た
時
に
は
、
ま
ず

身
の
安
全
を
確
保
し
、
揺

れ
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
津

波
を
避
け
う
る
緊
急
避
難

場
所
に
速
や
か
に
避
難
す

る
。
避
難
所
は
行
政
、
学

校
な
ど
の
施
設
管
理
者
、

地
元
自
主
防
災
組
織
で
協

力
し
て
開
設
し
、
運
営
は

避
難
し
た
住
民
に
よ
る

｢
避
難
所
運
営
組
織
」が
行

う
。

避
難
所
で
の
ペ
ッ

ト
へ
の
対
応
は

ペ
ッ
ト
の
飼
育
は

飼
い
主
の
責
任
で

行
い
、
人
間
の
居
室
と
は

区
別
し
飼
育
場
所
は
適
切

に
確
保
す
る
。

問 災害時の避難所運営をどうする
答 避難した方が自ら運営にあたる 

答答

食
料
や
ト
イ
レ
な

ど
避
難
者
の
生
理

現
象
へ
の
対
応
は

自
宅
も
備
蓄
も
失

わ
れ
た
場
合
は
、

ま
ず
は
非
常
持
ち
出
し
の

食
糧
を
用
い
た
後
、
避
難

所
で
市
の
備
蓄
な
ど
か
ら

食
事
の
提
供
を
受
け
る
。

ま
た
市
で
は
仮
設
・
簡
易

ト
イ
レ
な
ど
の
備
蓄
を
進

め
て
い
る
が
、
緊
急
時
に

は
対
応
が
困
難
な
場
合
も

想
定
さ
れ
る
た
め
、
家
庭

に
お
い
て
携
帯
用
ト
イ
レ

の
備
蓄
を
推
奨
し
て
い
る
。 　

こ
こ
数
年
イ
ノ
シ
シ
や

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
有
害
鳥

獣
が
異
常
に
増
え
、
農
家

が
丹
精
こ
め
て
作
っ
た
農

産
物
が
被
害
を
受
け
て
い

る
。
猟
友
会
で
必
死
に
捕

獲
し
て
も
、
と
て
も
満
足

で
き
る
成
果
が
出
て
こ
な

い
。
撃
退
の
手
段
が
わ
か

ら
な
く
困
っ
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
の
生
息

と
作
物
被
害
の
現

状
を
伺
う特

に
被
害
の
多
い

イ
ノ
シ
シ
に
関
し

て
は
、
推
定
生
息
数
を
把

握
す
る
方
法
が
確
立
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
や
、
季
節

変
動
、
年
変
動
が
大
き
い

こ
と
か
ら
個
体
数
の
把
握

が
で
き
な
い
。

有
害
鳥
獣
へ
の
市

の
対
策
を
伺
う

市
で
は
猟
友
会
、

農
業
者
、
自
治
会
、

農
協
、
行
政
の
代
表
者
で

構
成
す
る「
牧
之
原
市
鳥

獣
被
害
対
策
協
議
会
」を

設
置
し
、
有
害
鳥
獣
等
に

よ
る
被
害
の
情
報
共
有
や

被
害
防
止
対
策
を
行
う
。

有
害
鳥
獣
に
対
す

る
専
門
部
署
の
設 

置
が
必
要
と
考
え
て
い
る

が
見
解
は現

状
で
は
、
専
門

部
署
の
設
置
は
考

え
て
は
い
な
い
。
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
を
設
置
し

て
お
り
、
捕
獲
や
パ
ト
ロ

ー
ル
、
被
害
状
況
調
査
、

農
家
へ
の
指
導
助
言
講
習

会
な
ど
の
活
動
を
行
う
。

答

答

答答

問 鳥獣被害に対する施策は
答 被害対策の研究・検討を進める

澤田 隆弘 

問問

問

問

問問

問 地域主導型で再エネ促進を
  答 再エネの一層の利用促進に努める 

連
携
等
が
で
き
る
も
の
は

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。前

向
き
に
答
弁
い

た
だ
い
た
。
再
エ

ネ
規
制
の
動
き
も
あ
る
が

条
例
等
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か

本
年
４
月
１
日
に

風
力
発
電
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
、

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
も

現
在
、
指
導
要
綱
を
検
討

し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
、

自
然
環
境
の
保
全
と
調
和

を
目
指
し
、
景
観
計
画
を

定
め
た
上
で
景
観
条
例
に

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
以
下「
再
エ
ネ
」）の
導
入

促
進
な
ら
ば
、
市
民
・
市

・
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
ウ

ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
市
長

の
意
欲
を
問
う
。

市
の
再
エ
ネ
導
入

促
進
と
地
産
地
消 

の
取
り
組
み
の
現
状
に
つ

い
て
伺
う昨

年
度
、
市
内
で

の
再
エ
ネ
発
電
量

は
、
家
庭
や
事
務
所
等
の

消
費
電
力
の
使
用
量
を
上

回
り
１
０
６
・
７
％
で
あ

っ
た
。
し
か
し
発
電
事
業

者
は
既
存
の
電
力
会
社
に

売
電
し
て
お
り
、
地
産
は

で
き
て
い
て
も
地
消
に
つ

な
が
っ
て
い
な
い
。

公
共
施
設
へ
の
新

電
力
導
入
や
、
公

共
施
設
屋
上
の
屋
根
貸
し

を
含
む
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ

ム
の
設
置
。
ま
た
市
民
協

働
発
電
所
や
事
業
者
・
市

民
連
携
の
発
電
所
設
置
・

運
営
に
、
市
が
支
援
す
る

視
点
も
必
要
だ
が

新
電
力
の
導
入
に

向
け
て
、
調
査
・

検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
公
共
施
設
へ
の

太
陽
光
発
電
等
の
導
入
は
、

新
設
し
た
と
き
に
、
ま
た

市
民
協
働
型
や
企
業
と
の

　

将
来
の
人
口
に
見
合
っ

た
形
で
の
住
居
地
や
、
行

政
機
関
な
ど
の
都
市
機
能

を
拠
点
化
す
る
区
域
を
線

引
き
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

街
の
実
現
と
地
域
の
交
通

機
関
の
整
備
を
図
る
立
地

適
正
化
計
画
に
つ
い
て
質

問
し
た
。ど

の
よ
う
な
コ
ン

パ
ク
ト
な
街
を
目 

指
す
の
か既

存
市
街
地
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区 

に
つ
い
て
は
、
日
常
生
活

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
身

近
に
利
用
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
。
各
拠
点
を
公
共
交

通
網
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
。

答

答

答

答

答

大石 和央 

問

問

問

問

問

つ
い
て
も
策
定
を
進
め
て

い
く
。

長
野
県
で
は
、
再

エ
ネ
を
促
進
す
る

条
例
の
中
に
規
定
を
す
る

モ
デ
ル
条
例
を
、
市
町
村

に
示
し
て
い
る
が
そ
れ
を

参
考
に
し
た
ら
ど
う
か

そ
れ
は
承
知
し
て

い
な
い
が
、
太
陽

光
発
電
の
指
導
要
綱
や
条

例
の
検
討
の
中
で
参
考
に

し
な
が
ら
策
定
し
た
い
と

思
う
。

問 立地適正化計画は何を目指すのか
答 市民が希望を見出せる計画へ 

市内の太陽光発電施設

鳥獣被害を受けた農作物
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（陳情名） 

「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を求める意見書」の提

出を求める陳情書 

（陳情の要旨） 
①国は、最低賃金法を見直し、全国一律最低賃金制度を確立すること

②国は、最低賃金の大幅な引き上げに取り組むこと

③国は、中小企業の支援策を拡充すること

　以上の内容で国の関係機関へ意見書提出を求めるもの。

地
域
の
実
状
を
考
慮
せ
ず
全
国

一
律
と
す
る
こ
と
は
適
切
で
な

い
。
各
地
区
の
物
価
、
賃
金
の

バ
ラ
ン
ス
を
み
て
、
賃
金
を
払
う
側
に

立
つ
こ
と
も
必
要
。

中
小
企
業
は
本
当
に
少
な
い
人

数
で
経
営
し
て
い
る
。
最
低
賃

金
を
全
国
一
律
へ
ア
ッ
プ
す
る

と
、
諸
経
費
等
も
上
が
り
、
重
い
負
担

を
課
す
こ
と
に
な
る
。
中
小
企
業
経
営

者
を
配
慮
し
反
対
で
あ
る
。

全
国
一
律
と
す
る
こ
と
で
人
口

流
出
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
。
非

正
規
の
労
働
者
の
生
活
を
確
保

す
る
た
め
に
も
同
一
労
働
同
一
賃
金
は

あ
る
べ
き
姿
。
中
小
企
業
へ
の
支
援
が

必
要
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
は
世
界
的

な
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
。
我
が
国

だ
け
が
格
差
を
つ
け
て
い
る
こ
と
が
お

か
し
な
話
。
中
小
企
業
支
援
も
同
時
に

要
望
し
て
お
り
、
妥
当
で
あ
る
。

本
陳
情
は
総
務
建
設
委
員
会
で
は
採
択

さ
れ
ま
し
た
が
、
全
員
協
議
会
で
意
見

書
提
出
に
つ
い
て
協
議
し
た
と
こ
ろ
、

不
採
択
と
な
り
、
本
会
議
へ
提
出
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

文
教
厚
生
委
員
会

（
団 

体
）

 

榛
原
歯
科
医
師
会

（
日 

時
）

 

平
成
30
年
６
月
15
日（
金
）

　

文
教
厚
生
委
員
会
で
は「
生

涯
健
康
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」に

つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
調
査
項
目
が
多
岐
に
わ

た
る
中
で
も
口
腔
衛
生
は
、
全

身
の
健
康
を
維
持
・
増
進
す
る

上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
歯
や

口
の
健
康
施
策
に
つ
い
て
市
民

会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

様
々
な
課
題
の
う
ち
の
1
つ

と
し
て
、
40
歳
以
上
を
対
象
と

し
た
無
料
の
歯
周
病
検
診
案
内

で
も
、
受
診
率
は
7
％
以
下
に

と
ど
ま
り
、
生
涯
健
康
な
歯
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
若
年
期

か
ら
の
予
防
歯
科
が
重
要
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
か
な

か
浸
透
し
て
い
な
い
状
況
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
通
院
で
き
な
い
方
に

対
す
る
訪
問
診
療
も
実
施
し
て

い
る
も
の
の
実
績
が
少
な
く
、

更
な
る
Ｐ
Ｒ
の
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
平
成
28
年
に
歯
科

条
例
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
は
、

各
種
歯
科
保
健
施
策
に
も
継
続

性
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
近

年
は
虫
歯
が
減
っ
た
も
の
の
、

歯
肉
炎
が
増
え
て
い
る
と
の
新

た
な
問
題
も
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
市
民
会
議
を
通
し
て

課
題
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も

の
も
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
精

査
し
提
言
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

陳情
審査

５月18日　市役所榛原庁舎
	 25日　市史料館議会報告会を

開催しました

市民
会議～市議会では各種団体と意見交換を

積極的に実施しています～

生市民から　   の声を聞く！

賛成 賛成 反対反対
※
牧
之
原
市
議
会
で
は
4
分
の
3
以
上
の
賛
成
が

な
け
れ
ば
意
見
書
を
提
出
で
き
な
い
。

会議には10名の歯科医師が出席 

市議会では昨年10月の選挙後初となる議会報告会を市内２か所で開催しました。
榛原会場は51人、相良会場では89人の市民の皆さんにご来場いただきました。

平成30年度当初予算審議、議会改革の取り組み、議会基本条例について報告しました。 
議会改革の取り組みでは議員の政策提案や条例制定を目指し、政策調査研究のためのグループ
立ち上げや、さらに市民参加を進めるための市民会議開催の多様化と充実について報告しまし
た。

①議会に期待することは？②市の観光を活性化するためには？③一人一人が生きがいをもって
過ごすには？の３つのテーマに沿って参加者と意見交換を実施しました。

・出身の旧町にこだわらず市民のための案件は意見統一して
実現してもらいたい。

・議員は地区代表でなく、市全体の視点で市政を考えてもら
いたい。

・市の財政の中でムダな支出のチェック。
・各議員の活動内容の発信。
・広く市民の声を聞き、専門的、総合的判断をしてもらいたい。
・旧２町間の二極の解消。

今回のご意見を参考とさせていただき、11月にも議会報告会を開催する予定です。

終了後には、議会報告会において参加者が取り上げてほしいテーマや、議会に対しての意見等
記入したアンケートを提出していただきました。
報告会全体を通し、市議会に対して次のようなご意見（一部）をいただききました。

議会からの活動報告

参加者との意見交換

第１部

第２部

11月6日（火）牧之原市史料館
11月8日（木）トーク地頭方
11月9日（金）牧之原コミュニティセンター
11月10日（土）榛原文化センター
11月16日（金）萩間公民館
11月19日（月）細江コミュニティセンター

平成30年度第2回議会報告会日程
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視察研修報告 総務建設
委員会提言書のその後を検証！追跡！

過去に市議会（委員会）から市長へ提言したものについて、その後、市政にどのように生か

されているのか検証します。

○デマンド交通の推進について

○歯科条例の制定について

市内のボランティア団体などの福祉部門の
機関とも連携をとり、自主運行バスの見直
し検討も含め、現行の公共交通会議でデマ
ンド交通の構築も視野に入れた協議をする
こと。

歯と口腔の健康は、身体全体の健康を維持してい
く上で、大変重要な役割を果たしている。歯科口
腔保健を推進するためには、基本理念や市の責務
等を明らかにすることが重要である。よって、口
腔健康保持・増進の拠り所となる歯科条例制定を
検討すること。

平成29年10月より坂部地区において、デマンド乗合タクシ
ーの試験運行が開始された。94名が利用登録しており、今
年 5月までの8カ月間で132回運行している。
今年度からは、勝間田地区と菅山地区でも運行を始める予
定である。

平成28年3月に「牧之原市歯や口の健康づくり条例」
を制定。歯や口の健康づくりについての基本理念を定
め、市民・市及び関係者の責務並びに事業者の役割を
明らかにするとともに、歯や口の健康づくりに関する
施策の基本となる事項を定めた。 

７月18日 静岡県 下田市　2020東京五輪サーフィン競技ホストタウンの取り組みについて
７月19日 静岡県 伊豆市　自転車を利用したサイクルツーリズムの取り組みについて
　　　　 静岡県 熱海市　観光振興の取り組みについて

　

東
京
五
輪
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
の
米

国
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
認
定
に
伴
う
今
後

の
取
り
組
み
と
、
白
浜
海
岸
を
は
じ

め
と
し
た
豊
富
な
海
岸
資
源
を
軸
と

し
た
活
性
化
策
を
伺
っ
た
。
黒
船
来

港
の
歴
史
薫
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
並

を
感
じ
た
。
今
後
、
米
国
と
の
交
流

を
含
め
、
同
じ
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

に
認
定
さ
れ
て
い
る
当
市
と
も
連
携

を
図
っ
て
い
く
。

　
「
自
転
車
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、
東
京
五
輪
自
転
車
競
技

開
催
地
を
契
機
と
し
た
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
、
誘
客
に
結
び
付
け
る
た
め
の

取
り
組
み
を
伺
っ
た
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
財
政
難
や
宿
泊

客
の
減
少
か
ら「
財
政
危
機
宣
言
」後
、

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
創
出

に
着
手
し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

事
業
者
を
公
募
し
た
。

　
「
意
外
と
熱
海
」と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
に
基
づ
き
観
光
戦
略
を
統
一
化
、

市
民
レ
ベ
ル
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
が

活
発
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
は

宿
泊
客
数
が
回
復
し
て
い
る
。

　
海
岸
線
を
絡
め
た
沿
岸
部
を

主
体
と
し
た
観
光
資
源
の
創
出
を

含
め
、
他
地
域
の
取
り
組
み
を
参

考
に
す
る
た
め
視
察
を
実
施
し
た
。

今
後
、
市
内
活
性
化
を
目
的
と
し

た
、
ま
ち
づ
く
り
の
政
策
提
言
に

向
け
活
か
し
て
い
く
。

（
総
務
建
設
委
員
長
　
名
波
喜
久
）

静
岡
県 

下
田
市

「
東
京
五
輪
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
」

静
岡
県 

伊
豆
市

「
自
転
車
を
利
用
し
た
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
」

静
岡
県 

熱
海
市

「
観
光
復
興
の
取
り
組
み
」

市民レベルで行われている「意外と熱海」プロジェクト

下
田
市
は
「
世
界
一
の
海
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
推
進

各
委
員
の
視
察
報
告
書
は
両
庁
舎

に
あ
る
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
公

開
し
て
い
ま
す
。



東遠議員交流フォーラムを牧之原市で開催！
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９月定例会の日程 

議会を傍聴してみませんか

提案説明 

通告質疑

一般質問

一般質問

審議・採決

9月  3日（月）

11日（火）

  13日（木）

 14日（金）

10月  1日（月）
※決算連合審査会

9月18日（火）19日（水）20日（木）

ま
き
の
は
ら
議
会
だ
よ
り

6月
定

例
会

平
成

30年
第

51号
発

行
／

静
岡

県
牧

之
原

市
議

会
　

　
編

集
／

議
会

広
報

特
別

委
員

会
住

所
／

〒
421-0592 静

岡
県

牧
之

原
市

相
良

275番
地

　
電

話
0548（

53）2650　
FAX0548（

52）1116
牧

之
原

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.city.m

akinohara.shizuoka.jp 
市

議
会

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
gikai@

city.m
akinohara.shizuoka.jp

牧之原市議会定例会（一般質問等）については、ホームページに掲載されています。
「まきのはら議会だより」は再生紙を使用しています。

　

今
回
か
ら
子
ど
も
達
の
元

気
が
伝
わ
っ
て
く
る
表
紙
に

変
え
ま
し
た
。
暑
い
夏
も
後

半
と
な
り
、
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
の
思
い
出
作
り
は
で
き
ま

し
た
か
。
私
た
ち
議
員
に
と

っ
て
、
７
・
８
月
は
研
鑽
や

研
修
を
積
む
時
期
に
当
た
り

ま
す
。
今
後
さ
ら
に
議
員
個

々
が
成
長
し
、
議
会
全
体
の

質
が
向
上
す
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。
残
暑
厳
し
い
折

か
ら
健
康
に
は
十
分
気
を
付

け
て
秋
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

（
鈴
木
千
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

藤
野　
　

守

　

副
委
員
長　

濵
﨑　

一
輝

　

委
員　
　
　

鈴
木
千
津
子

　
　
　
　
　
　

吉
田
富
士
雄

　
　
　
　
　
　

原
口　

康
之

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

長
馬

編
集
後
記

今号の表紙
【見て！見て！プール大好き！】

そんな声が聞こえてきそうな相
良小学校でのプール風景です。
待ちに待った夏休み。自然体験
や社会体験を通して大きくなっ
てほしいものです。子ども達が
健やかに成長できることを願っ
ています。

　東遠議員交流フォーラムとは、東遠地域４市（掛川市・菊川市・御前崎市・牧之原市）
の意見交換及び議員交流を目的とし毎年開催されています。
　今年は８月１日に牧之原市において開催され研修と意見交換を行いました。

「東日本大震災の経験を踏まえて～災害派遣隊員
の想い～」と題して、前牧之原市防災監の鈴木精
治氏から講演がありました。

講演に引き続き、「防災と危機管理について」と
いうテーマに沿い、４市の議員同士で意見交換を
実施しました。

傍聴する

市議会で行われている会議は全
て公開です。

録画配信を見る 

一般質問はいつでもご覧いただ
けます。

会議録を見る 

ホームページや市役所で見るこ
とができます。

もっと市議会を知ろう！


